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4．  座 右 の 銘  

  

「何事 も日進月歩 」、そして「人みな我が師 」  

 

 中 村 修 氏 の 座 右 の 銘 は 2 つ あ る 。ま ず は「 何 事 も 日 進 月 歩 」で あ

る 。 早 稲 田 大 学 時 代 の 恩 師 で あ る 北 沢 先 生 が よ く 口 に し て い た 言 葉

で も あ る 。 少 し ず つ 前 へ 進 む こ と で 、 い つ か は 偉 業 を 達 成 で き る 。

ま た 、 伝 統 を 守 る こ と も で き る 。 伝 統 を 守 る に は 日 々 前 へ 進 む 努 力

が 必 要 で あ り 、 変 化 し て い か な け れ ば な ら な い 。  

 つ ぎ に 、「人 み な 我 が 師 」で あ る 。中 村 氏 は 、「人 間 に は 縁 が あ り 、

そ の 縁 を 尊 ば な け れ ば な ら な い 」 と 父 親 か ら よ く 言 わ れ て い た が 、

実 際 の と こ ろ 「 た く さ ん の 人 た ち の 縁 に 恵 ま れ て 生 き て き た 」 と 感

謝 す る 。  

 そ の 縁 の な か で 中 村 氏 が 我 が 心 の 師 と し て 仰 ぐ の が 、 藤 高 豊 氏 で

あ る 。藤 高 氏 は 1 9 2 7 年 生 ま れ で 中 村 氏 よ り 7 つ 先 輩 で あ る 。中 村

氏 は 藤 高 氏 か ら 多 く の こ と を 学 ん だ 。「時 代 の 変 化 は 激 し い 。過 去 の

経 験 は 余 り 役 立 た な い 。 今 後 必 要 な 事 は 、 需 要 の 先 取 り で あ り 、 独

創 性 だ 」（繊 維 情 報 セ ン タ ー 編「 繊 維 情 報 」1 9 9 2 年 8 月［ N o .  18 1］

2 頁 ） と 、 か つ て 藤 高 氏 が 中 村 氏 に 話 し た こ と が あ る 。 博 識 で 柔 軟

に 富 ん だ 思 考 方 法 、 謙 虚 で 仕 事 熱 心 で リ ー ダ ー シ ッ プ を 兼 ね 備 え た

藤 高 氏 か ら 「 常 に 物 事 を 大 き く 捉 え て 視 野 を 広 く す る こ と 」 を 教 わ

っ た と 、 中 村 氏 は 昔 を 偲 ぶ 。  

 1 9 9 0 年 の 東 洋 紡 績 今 治 工 場 跡 地 の ３ 万 坪 の 購 入 の 決 定 に は 、「四

国 タ オ ル が 今 日 あ る の は 、 組 合 員 夫 々 が ラ イ バ ル と 一 味 違 っ た モ ノ

作 り に 専 念 し た か ら だ 。 易 々 と し て 仲 が 良 い だ け の 業 界 だ っ た ら 到

底 今 日 の 四 国 タ オ ル は な か っ た 。 だ か ら 我 々 も 何 と し て も 2 1 世 紀

に 通 用 す る 業 界 に し な け れ ば な ら な い 」と い う 思 い が あ っ た 。ま た 、

今 治 繊 維 リ ソ ー ス セ ン タ ー 設 立 の 背 景 に は 、「 8 0％ 以 上 が 零 細 弱 小

企 業 で あ る 事 に よ る 過 当 競 争 を 排 し 、 体 質 改 善 と 競 争 力 を 強 化 し 、

世 界 各 地 か ら 情 報 を 収 集 し 、 漸 進 な 企 画 を 行 い 、 専 門 化 を 進 め 地 域
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の 繊 維 関 係 者 が 集 い 交 じ り 、 展 示 を す る 施 設 を 持 た ね ば な ら な い 」

と い う 考 え が あ っ た （ 繊 維 情 報 セ ン タ ー 編 「 繊 維 情 報 」 1 9 9 2 年 8

月 ［ N o .  18 1］ 2〜 3 頁 ）。 い ず れ の 選 択 も 、 藤 高 氏 を は じ め と す る

先 人 た ち の 教 え を 継 承 し 、 考 え 抜 い た 結 果 だ っ た 。  

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今 治 市 東 門 町 に あ る （ 株 ） 今 治 繊 維 リ ソ ー ス セ ン タ ー  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セ ン タ ー 内 に は 歴 代 の 織 機 が 展 示 さ れ て い る  
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5．  若 い 世 代 に 向 け て の メ ッ セ ー ジ  

  

先人たちの智恵を継承しつつ、勇気を持って実行すること  

 

 中 村 氏 か ら 若 い 世 代 へ の メ ッ セ ー ジ は 2 つ あ る 。  

 1 つ 目 は 、「 よ く 遊 び 、よ く 学 ぶ こ と 」で あ る 。柔 軟 な 発 想 や フ ッ

ト ワ ー ク の 軽 さ は 、 思 う 存 分 物 事 に と り 組 む か ら こ そ 鍛 え ら れ る 。

そ れ を 言 葉 に 表 現 す る と 「 よ く 遊 び 、 よ く 学 ぶ こ と 」 で あ る 。  

 2 つ 目 は 、「先 人 た ち の 智 恵 を 継 承 し つ つ 、勇 気 を 持 っ て 実 行 す る

こ と 」 で あ る 。 中 村 氏 と 同 時 代 に 今 治 タ オ ル の 将 来 を 真 剣 に 考 え て

き た 藤 高 氏 か ら 中 村 氏 は 多 く を 学 び 、 そ れ を 実 行 に 移 し て き た 。 中

村 氏 は 、 藤 高 氏 が 亡 く な る 前 日 、 家 族 旅 行 の 帰 り に 日 本 そ ば と 菓 子

を 土 産 に 買 っ て 藤 高 氏 の 自 宅 を 訪 問 し た 。 そ の 席 で 藤 高 氏 は 、 自 社

の （ 株 ） 藤 高 の 話 や 家 族 の 話 な ど 、 い つ も よ り ま し て 饒 舌 に た く さ

ん の 話 を 中 村 氏 に し た 。そ し て 、「 お 前 、も っ と 組 合 の こ と を 真 剣 に

考 え よ 。 財 政 的 に 組 合 の 運 営 そ の も の が 厳 し い か ら 、 ど っ か で 戦 闘

資 金 を 工 面 し て 来 い 。 本 来 な ら 自 分 が や る 予 定 や っ た け ど 、 体 調 が

も う ひ と つ や か ら 、 代 わ り に 明 日 に も 東 京 に 行 っ て 来 い 。 と に か く

頼 む か ら 」と 中 村 氏 に 告 げ た 。さ っ そ く 、中 村 氏 は 翌 日 東 京 に 赴 き 、

通 産 省 と の 折 衝 に 臨 ん だ 。 そ ん な 矢 先 、 組 合 か ら 電 話 が 入 っ た 。 藤

高 氏 の 訃 報 で あ っ た 。 中 村 氏 は 、 藤 高 氏 の 急 逝 を 知 り 、 不 思 議 な 気

持 ち と と も に 、昨 日 の 藤 高 氏 の 話 は 自 分 へ の 遺 言 だ っ た と お も っ た 。 

 そ の 遺 言 の な か に 、「産 地 を 永 遠 に 存 続 さ せ る た め に は 、時 代 の 変

化 と と も に 何 を 守 り 、 何 を 変 え る の か を は っ き り 区 別 し 、 勇 気 を 持

っ て 実 行 せ な あ か ん 」 と い う 言 葉 が あ っ た 。 こ れ が 、 藤 高 氏 か ら 託

さ れ た 中 村 氏 の 理 事 長 と し て 任 務 で あ り 、 指 針 と も な っ た 。  

 こ こ で 、 中 村 氏 の 好 き な ゲ ー テ   の 言 葉 を 引 用 し よ う 。  

 

 

 

LOOKS
ノート注釈
ヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ（Johann Wolfgang von Goethe）は1749年ドイツのフランクフルト生まれの詩人、哲学者、劇作家、小説、自然科学者、政治家、法律家など。ドイツの古典主義文学を築き、『若きウェルテルの悩み』や『ファウスト』など日本でも有名な著書多数。1832年没。
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G e l d  v e r l o r e n ,  n i c h t s  v e r l o r e n ,  

M u t  v e r l o r e n ,  v i e l  v e r l o r e n ,  

E h r e  v e r l o r e n ,  a l l e s  v e r l o r e n .  

 

財 を 失 う の は 小 さ い こ と で あ る  

名 誉 を 失 う こ と は 大 き な こ と で あ る  

し か し 、 勇 気 を 失 う こ と は す べ て を 失 う こ と で あ る  

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6．  お 薦 め の 本  

 若 い 頃 、 中 村 氏 は 、 大 佛
お さ ら ぎ

次 郎   の 著 書 を よ く 読 ん だ 。 大 佛 は 、

日 本 の 大 衆 時 代 小 説 の 一 時 代 を 築 い た 作 家 で あ り 、『鞍 馬 天 狗 』や『 赤

穂 浪 士 』、『 パ リ 然 ゆ 』 な ど で 数 多 く の 読 者 を 魅 了 し た 。 魅 了 さ れ た

読 者 の ひ と り が 中 村 氏 で あ る 。 大 佛 は 、 日 本 芸 術 院 賞 や 文 化 勲 章 、

朝 日 文 化 賞 な ど 名 誉 あ る 賞 を 次 々 に 受 章 し 、没 後 の 19 73 年 に 大 佛

の 業 績 を 称 え て 朝 日 新 聞 社 主 催 で「 大 佛 次 郎 賞 」が 創 設 さ れ た ほ ど 、

大 佛 の 小 説 は み な に 歓 び を 与 え た 。  

 も う ひ と つ 、 お 薦 め の 本 が あ る 。 ア ベ ・ プ レ ヴ ォ ー   に よ る

1 7 3 1 年 の 長 編 小 説 『 マ ノ ン ・ レ ス コ ー 』 で あ る 。 同 小 説 は 、 1 8

世 紀 フ ラ ン ス ・ ロ マ ン 主 義 文 学 の 不 朽 の 名 作 で あ り 、 若 き 男 女 の 恋

ゲ ー テ の 代 表 作 の ひ と つ で あ る 『 フ ァ ウ ス

ト 』（ 荒 俣 宏 訳 、 新 書 館 、 2 0 1 1 年 ）。  

LOOKS
ノート注釈
フランスの小説家。本名はアントワーヌ・フランソワ・プレヴォーで、1697年にフランス北部のアルトワ地方に生まれる。カトリック教会の聖職者だったため、アベ・プレヴォーと呼ばれた。代表作の『ある貴人の回想録』の第7巻として書かれたのが『マノン・レスコー』である。1763年没。

LOOKS
ノート注釈
日本の小説家。1897年神奈川県横浜市生まれ。本名は野尻清彦。1918年東京帝国大学法科大学政治学科に入学。1921年に同大学を卒業して鎌倉に転居し鎌倉高等女学校の教師となる。ロマン・ロランの翻訳書を出版するなど海外小説の翻訳を数多く手掛け、同時に菅忠雄らと同人雑誌「潜在」を創刊。「猫は一生の伴侶」というくらい猫好きで有名。1973年没。
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物 語 で あ る 。日 本 語 訳 の 初 版 は 、『マ ノ ン・レ ス コ ー 』の タ イ ト ル で

1 9 2 9 年 に 岩 波 文 庫 か ら 出 版 さ れ 、そ の 後 1 9 5 6 年 に 同 じ タ イ ト ル

で 新 潮 文 庫 か ら も 出 版 さ れ た 。 2 社 に 加 え 他 の 出 版 社 か ら も 日 本 語

訳 が で る ほ ど 、 日 本 に お い て 人 気 を 博 し た 。  

 『 マ ノ ン ・ レ ス コ ー 』は 1 9 4 9 年 に フ ラ ン ス で 映 画 化 さ れ 、日 本

で は「 情 婦 マ ノ ン 」の タ イ ト ル で 195 0 年 に 上 映 さ れ た 。中 村 氏 は 、

3 回 も 映 画 館 で 鑑 賞 し 、 物 語 の 内 容 も さ る こ と な が ら 、 フ ラ ン ス 映

画 の 耽 美 さ に 強 烈 な 印 象 を 受 け た 。（ 完 ）  

 

  

 

大 佛 次 郎 『 鞍 馬 天 狗 』 中 央 公 論 社 、 2 0 0 2 年 。        ア ベ ・ プ レ ヴ ォ 、 青 柳 瑞 穂 訳  

                         『 マ ノ ン ・ レ ス コ オ 』 新 潮 社 、 1 9 5 6 年 。  

 

（ 文 責 ・ イ ン タ ビ ュ ー ：  辻 智 佐 子 ）  

 

参 考 文 献  

佐 藤 文 男 ［ 201 0］ 講 演 録 「 運 動 家 と し て の 心 」 201 0 年 1 月 1 2

日 、 U A ゼ ン セ ン 。  
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編 集 後 記  

 都 の 西 北 に あ る 早 稲 田 大 学 で の 学 生 時 代 が「 こ れ ぞ 、青 春 ！ 」の と き だ っ

た と 語 る 中 村 さ ん 。 御 年 、 8 2 歳 （ イ ン タ ビ ュ ー 時 ） と は 思 え な い ほ ど 、 元

気 で 溌 剌 と さ れ て い ま し た 。印 象 的 だ っ た の は 、先 人 た ち を 敬 う 謙 虚 な 姿 勢

で し た 。青 春 時 代 の 野 球 で 培 わ れ た 精 悍 さ と 清 爽 さ は 今 も 色 褪 せ て い ま せ ん 。 

 今 治 タ オ ル 工 業 組 合 の 事 務 所 で お こ な っ た イ ン タ ビ ュ ー は 、午 前 1 0 時 か

ら 始 ま り ま し た が 、 約 3 時 間 が 経 過 し よ う と し た と き 、 中 村 さ ん の な か で

「 試 合 開 始 」 の サ イ レ ン が 鳴 り ま し た 。 そ の 日 の 午 後 1 時 か ら 早 慶 戦 が 始

ま る の で す 。今 も 欠 か さ ず 年 に 一 回 は 神 宮 球 場 に 足 を 運 び 、早 慶 戦 を 観 戦 し

て い る 中 村 さ ん 。野 球 と 早 稲 田 に か け る 情 熱 は 今 も 健 在 で あ り 、元 気 の 源 に

な っ て い ま す 。「 ♬ ♪  み や こ の せ い ほ く 、 わ せ だ の も り に ・ ・ ・ ♫ 」 と 中

村 さ ん が 早 稲 田 の 後 輩 た ち と 神 宮 球 場 で 合 唱 す る 姿 が 目 に 浮 か び ま す 。ち な

み に 、 2 0 1 6 年 東 京 六 大 学 野 球 秋 季 リ ー グ 戦 に お け る 早 慶 戦 の 結 果 は 、 1 0

月 2 9 日 （ 土 ） 早 大 1— 慶 大 3、 3 0 日 （ 日 ） 慶 大 1— 早 大 2、 1 0 月 3 1 日

（ 月 ） 早 大 0— 慶 大 1 で し た 。 中 村 さ ん の 声 援 、 一 歩 届 か ず で し た 。  

 お 忙 し い な か 、 長 時 間 の イ ン タ ビ ュ ー 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

（ 辻 ）  

 

次 回 の 「 タ オ ル び と 」   

「 タ オ ル び と 」の 1 9 人 目 は 、ミ ナ ト タ オ ル 代 表 の 吉 田 琢 磨 氏 で あ る 。ミ ナ

ト タ オ ル は 、地 元 の (有 )村 秀 鉄 工 所 製 の シ ャ ト ル 織 機 1 2 台 の み を 工 場 に 設

置 し 、革 新 織 機 が 主 流 を 占 め る 現 在 で も 職 人 的 技 術 を 必 要 と す る 織 り 方 で タ

オ ル を つ く り つ づ け て い る 。「 こ の 時 代 、 な に ゆ え シ ャ ト ル 織 機 に こ だ わ る

の か 」「 そ の こ だ わ り は ど こ か ら 来 る の か 」 な ど に つ い て 、 吉 田 氏 の タ オ ル

人 生 と と も に 語 っ て い た だ く 。  

 

 

                        

 


